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論文審査の結果の要旨 

以下、本文別紙 
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論文題目：18世紀西ボルネオの史的研究－学識あるサイイドから権力なきスルタンへ－ 

 学位申請者 冨田 暁 
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  主査 大阪大学教授 桃木至朗 

  副査 大阪大学教授 荒川正晴 
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【論文内容の要旨】 

本論文は、アジア史全体でも東南アジア史でも長らく信じられてきた「停滞の 18世紀」という歴史像の見直し

について、「辺境」とされ注目されることが少なかった西ボルネオという地域に着目し、アラブ人サイイド（ムハ

ンマドの子孫）である高名な学者の子孫による港市国家ポンティアナックの建設・発展という事象を通して、新

たな視角を提示しようと試みたものである。1730 年ごろから 19 世紀初頭までの時期について、オランダ語・英

語やマレー語の史料を用い、３章に分けて建国の過程と成立した王権の特質を論述している。

 序章では、海域東南アジア史において「停滞の 18世紀」像を見直し、ヨーロッパ人だけでなく華人・アラブ人

やブギス人などが作りだしたダイナミズムに注目する最近の研究動向を概観したうえで、ポンティアナックを建

設したアルカドリー家を中心に西ボルネオの当該時期に関する研究史を整理し、国際交易や外来諸集団の動向の

研究に比べて、現地社会側の視点が弱く、建国の具体的な様相も未解明な点が少なくないことを指摘している。 

 第１章「アルカドリー家の西ボルネオ到来と地位・勢力の形成」では、西ボルネオの地理・生態や既存の港市

国家群の住民統治と貿易の特徴を紹介したのち、ハドラマウト出身のサイイドで、インド、スマトラ島、ジャワ

島を経て西ボルネオに到来したフサインが、現地の信仰・文化が求める厄除けや航海の加護などの超自然的な力

を見せながら、高い徳と学識を兼ね備えたイスラームの聖者として崇敬を得るにいたった経過をまず跡づける。

次いで現地女性との間に生まれた彼の息子のアブドゥル・ラフマーンが、マレー世界で伝統的な、海賊活動によ

る武勇の誇示と富の獲得などの方法で威信を高めた様子を描き出した。 

 第２章「港市国家ポンティアナックの建国と王権」では、父親以来の居住地ムンパワを離れたアブドゥル・ラ

フマーンが従来無人の地だったポンティアナックに移住し、そこに現在も西ボルネオの中心都市である繁栄した

港市国家を築き上げていった過程を、周辺港市国家やオランダ東インド会社・華人などの外部勢力の動向、交易

の変動と結びつけながら描き出した。そこでは、1771 年の「建国契約」でマレー人・ブギス人などのムスリムた

ちへの税役や非常時以外の軍役賦課権をもたない（他方、もともと無人の地だから、周辺の港市国家で主要な税

役負担者になっていたダヤク人が存在しない）という「権力なき支配者」の地位にあり、華人への課税と自己の

貿易以外に大きな収入源をもたないラフマーンが、オランダ東インド会社や海域東南アジアに権威をもつジョホ

ール＝リアウ王国などの力を巧みに利用して権威を高め、周辺港市国家との競争でもしばしば優位に立った状況



などが明らかにされている。

 第 3 章「権力なき権威者」では、以上のように権力に制約を加えられ収入源も十分ではない（貿易も後半には

衰退気味だった）アブドゥル・ラフマーンが、「寛容・公正さ・気前の良さ」などマレー世界であるべきとされる

君主像を演じ続けたこと、しかしそのために必要な儀式・祝宴の費用や一族・郎党・食客の扶養などが、ほとん

ど破産状態に陥るほどの負債を彼に強いたことなどが持っていた意味を考察した。筆者はそれを、移動性の高い

小人口社会つまり人の支配が何より必要だが権力による支配は容易ではなく、人を権威や富の誇示によって引き

つけておくことが存立の基本要件となる海域東南アジア社会に成立した権力の特徴であると解釈し、同様の条件

をもつマレー世界の諸王権や、「劇場国家」「マンダラ」などの東南アジア国家論との比較を試みた。

 終章では以上をまとめ、フサインとアブドゥル・ラフマーンがそれぞれの方法で現地社会の宗教や政治文化面

の需要に応えたこと、後者が建設した王権が自己の権力を犠牲にした「権力なき権威者」であることによって、

ポンティアナックに人々を誘引し地域の中心となるような港市の建設が可能になったことなどを述べ、より広い

範囲での港市国家権力の比較史への展望を述べて論文を結んでいる。 

【論文審査の結果の要旨】 

言うまでもなく本論文の直接の貢献は、先行研究の少ない近世後期のポンティアナックと西ボルネオの状況を、

明らかにした点にある。それは、在地の宗教・政治文化に焦点を当て、フサインとアブドゥル・ラフマーンが対

照的な方法で現地社会での威信をかちえたこと、後者が「権力なき権威者」であったことがポンティアナックの

発展・繁栄につながったことなど、興味深い論点の提出によって、「マイナーなテーマにおける単純な事実の解明」

にとどまらない意義を主張し得ている。それらは交易史・海域史やアラブ人ネットワーク、港市国家論・劇場国

家論など近世東南アジアをめぐる既存の研究枠組みを豊かにするだけでなく、中央ユーラシアのオアシス国家や

植民地化寸前の近世後期にアフリカ・オセアニアなどで簇生した王権など、他地域の権力の理解にも、貴重な示

唆を与えるものである。 

本論文にはもちろん、物足りない点もある。分析する空間が西ボルネオと海域東南アジアないしマレー世界の

二者に限定され、「ライバル」たりうる北ボルネオ諸港市が視野に入っていないなど、生態空間の設定の面で不満

が残っている。王権と経済や軍事をめぐって掘り下げが浅い点や史料の性格に関して説明不足な点が散見する。

とはいえ、それらは部分的な瑕疵であり、本論文のきわめて新しい成果、学界への貢献の全体をそこなうもので

はない。 

よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


